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本
陀
存
じ
、
共
内

一
人
或
時
前
へ
龍
出
候
序
陀
、
右
十
二
人
の
女
中

崎
野
陀
被
召
迩
候
事
、
御
止
被
成
可
然
候
。
江
戸
袋
へ
相
側
不
可
然

候。

御
代
々
無
之
俄
に
候
回
目
諜
申
・候
。
不
機
嫌
な
が
ら
共
鹿
は
事
務

候
。
製
自
家
老
共
居
申
席
迄
被
申
出
候
は
、
附
嶋
崎
陀
召
連
候
女
十
二

人
、
不
抽
出
殺
容
可
致
候
旨
に
付
、何
も
是
は
某
へ
御
常
り
被
成
、
被
仰

出
候
も
の
と
存
候
。
此
出
世
は
捌
者
へ
可
被
任
と
申
、
則
罷
出
候
て
申

候
は
、
女
十
二
人
御
殺
容
と
巾
俄
、可
有
様
も
無
仰
座
都
。
共
上
女
中

何
れ
も
何
の
谷
仕
候
平
、
若
罪
科
御
座
候
共
女
十
二
人
と
申
俄
は
、

江
戸
へ
御
鋭
無
之
て
は
徽
成
事
陀
候
旨
申
候
成
、
彼
此
政
問
共
有
之

陀
付
、
左
桜
花
思
召
候
は
ピ
私
を
御
手
討
に
成
共
可
被
遊
と
申
候
底
、

手
討
に
成
問
敷
と
脊
候
や
と
て、

脇
刺
K
て
被
切
懸
候
。

九百
を
引
披

き
候
へ
ば
、
商
に
少
計
り
抗
付
候
。
共
催
取
留
可
申
と
仕
候
内
、
切
先

陰
嚢
へ
被
切
付
候
へ
共
、
押
候
て
其
脇
刺
を
ぽ
近
習
の
者
へ
渡
し
、

家
老
共
山
川
へ
迄
退
出
共
様
子
を
巾
問
、
制
袖
簡
に
て
私
宅
へ
的
り
候
。

男
子
二
人
宥
之
候
。
共
者
共
へ
申
開
候
は
、
今
日
か
様
の
趣
に
て
御

手
打
に
迩
候
。
陰
嚢
の
戒
強
候
て
相
田
拭
申
陀
て
可
有
之
候
。
念
病
に

て
抑
制
川
市
候
と
沙
汰
可
仕
候
と
申
世
印
日
相
間
前
候
。
せ
が
れ
よ
り
共
段

家
老
共
へ
申
建
候
は
、
御
勘
叙
忙
て
相
mm候
貌
共
に
候
へ
ば
、
御
に

可
概
小
説
怨

四
十
四

t
し
み
可
有
御
座
候
。
御
限
願
可
然
や
と
申
候
局
、
此
節
御
殿
願
時

と
は
不
行
候
。
仮
令
願
候
と
も
御
沙
汰
布
之
間
敷
候
。
雨
入
可
有
料

術
事
と
脊
候
旨
申
関
候
。
扱
叉
父
の
遺
骸
葬
送
も
仕
廻
候
て
、披
下
立

返
江
戸
へ
罷
出
で
、
御
資
父
近
江
守
殿
宅
へ
混
越
申
建
候
所
、
雨
入

共
共
宅
陀
被
切
也
候
由
。
共
以
後
家
定
共
申
談
じ
、
隠
居
願
申
な
ど

ι
ム
申
都
陀
て
候
へ
共
未
槌
候
。

一
、
大
久
保
出

m守
の
麟
務

相
州
小
田
原
の
披
主
大
久
保
山
抑
制
守
忠
興
、
一
叫
刷
川
郡
山
γ
近
年
入
部
の

成
、
一初
て
家
老
共
以
下
目
見
有
之
時
、
各
政
斗
闘
布
上
下
陀
て
結
懸

候
。
ぬ
し
は
白
衣
に
て
火
縫
に
居
被
巾
候
て
、
先
づ
家
老
共
可
罷
出

と
有
之
に
付
罷
出
候
へ
共
、
畑
管

t
は
へ
な
が
ら
挨
拶
有
之
候
。

依

之
家
老
北
ハ
、
江
戸
よ
り
附
従
罷
越
候
者
共
へ
申
候
は
、
至
て
御
小
身
よ

り
御
相
線
被
成
候
故
、
御
作
法
も
御
存
知
無
之
と
存
候
。
御
代
々
拙

者
共
御
目
見
巾
上
候
時
は
勿
論
の
出
明
、
平
生
と
て
も
御
白
衣
の
郁
は

然
之
候
。
然
成
只
今
不
存
寄
御
合
開
師
、
表
向
の
者
へ
如
何
可
申
平
、

此
趣
を
被
申
上
候
桜
陀
と
巾
候
。
川
共
段
申
越
候
へ

ば
、
銀
h
k

間
合

者
共
故
江
戸
の
御
様
子
を
不
存
故
也
。
何
れ
も
担
て
袋
へ
罷
出
候
織

に
可
仕
候
。
可
申
閉
幕
有
之
官
被
申
候
故
、

震
て
龍
出
候
慮
、
皆
目
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